Consideration on subdivisions of iteration in Japanese by 大江 元貴 & Oe Motoki
金沢大学歴史言語文化学系論集 言語・文学篇
第 号 年 ～








 本稿は，日本語において言語要素を 2 回以上繰り返す言語現象現について考察を行う。
言語要素の「繰り返し」 (iteration)は，その意味や形式的な特徴の違いから「重複」
(reduplication)と「反復」(repetition)の 2 つに区分できることが Gil (2005)において示されて













 言語要素の繰り返しは，一般的に重複と反復の 2 つに区分される。日本語の例を挙げる
と，(1)が重複，(2)が反復に該当する。 
(1) a. 人々／山々／時々／所々 
   b. 寒々／近々／高々／あつあつ 
  c. 返す返す／泣く泣く／惚れ惚れ／生き生き 
  d. ピカピカ／サラサラ／ベトベト／ドキドキ 
(2) a. ［友人が運転する車の助手席に座っていると進行方向の先に何かあるのに気づ 
    く。よく見ると人間が横たわっているとわかり驚いて］わっ，人人！ 
  b. ［冷たい風が吹いて］うう，寒い寒い。 
  c. 「「早く返してよ」と相手に急かされて］わかったよ。返す返す。 
(1)の重複は語の内部現象であり，重複によって形成される語を重複語（あるいは畳語）と
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  b.??その映画は近近近近公開される。 
  c.??彼が活躍する姿に惚れ惚れ惚れする。 
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低）」「かえすかえす（高低低高低低）」となり，繰り返しが生じている部分全体でまとまっ




(4) a. ［友人が運転する車の助手席に座っていると進行方向の先に何かあるのに気づ 
    く。よく見ると人間が横たわっているのだとわかり驚いて］わっ，人人人人 
    人！ 
  b. ［冷たい風が吹いて］うう，寒い寒い寒い寒い。 
  c. 「「早く返してよ」と相手に急かされて」わかったよ。返す返す返す。 
 以上の日本語の重複と反復の違いをまとめたのが以下の表 1 である。 
表 1 重複と反復 
 連濁 アクセント句 要素の数 例 
繰り返し 
重複 生じる 1 2 (1) 









(5) a. できて，いきなり子供子供する女。多いよね。ソレにまどわされとる男も，ま 
   た，多し。 
  b. このスープ，野菜野菜してるね。            （小野 2015:463） 
(5)のような表現は連濁が生じない点（(6)），一般の重複語が成立しない重複が可能であり
生産性が高い点（(7)(8)）などにおいて典型的な重複語とは異なることが指摘されている。 
(6) a. 島島（しましま）している島 
  b. 木木（きーきー）した家が好きな人           （小野 2015:469） 
(7) a. *犬犬 
  b. *猫猫                         （小野 2015:466） 
(8) a. 犬犬した犬 
  b. 猫猫した動き                     （小野 2015:466） 
 また，(5)と同じような位置づけが可能なものに，青木（2009）が「動詞重複構文」，野
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呂（2016）が「動詞連用形重複構文」と呼ぶ(9)のような表現がある2。 
(9) a. 流れる汗を拭き拭き，一休みした。           （野呂 2016:133） 
  b. 貞子は，あわてそそくさと降りて，三浦君のほうを振り返り振り返り，それで 








(10) a. あの人の演技は，関西の劇団出身関西の劇団出身している。 
   b. 俺に任せろ俺に任せろした態度を取られて腹が立った。  （小野 2015:468） 










れ元のアクセントを保持し 2 つのアクセント句をつくるパタンの両方がありうる（cf. 定
延 2015）。 
(12) a. こどもこども（「低高高高低低／低高高低高高」）している 
   b. 流れる汗をふきふき（「高低低低／高低高低」），一休みした。 
つまり，語レベルの重複では義務的に生じていたアクセント構造の変化が，句レベルの重
複では任意に生じる現象になっており，アクセント句は必ずしも 1 つではない。 
 また，繰り返される要素の数についても，定延（2015）に興味深い指摘がある。定延（2015）




思います。                       （定延 2015:357） 
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が，(14)を「汗を拭き拭き拭きしていたら」と 3 回の繰り返しにすると自然さは低下する3。 
(14) 暑い中勇気を振り絞って？最寄駅まで徒歩 7～8 分，ようやく駅に着いて汗を拭
き拭き拭き拭きしていたら，ナナナント致命的な忘れ物をしたことに気づきま
した。。            （http://njunko358.com/article/460634352.html） 
語レベルの重複では，3 回以上の繰り返しは全く認められなかったのに対し，句レベルの
重複は 2 回の重複を 1 単位とした偶数個の繰り返しならば 2 回を超えた繰り返しが可能な
ケースが出てくるのである4。 
 以上，主に先行研究の記述を踏まえながら見てきた語レベルの重複と句レベルの重複の
違いをまとめたのが表 2 である。 
表 2 重複の 2 つのタイプ 
 連濁 アクセント句 要素の数 生産性 例 
重複 
語レベルの重複 生じる 1 2 低い (1) 
















(15) a. ［友人が運転する車の助手席に座っていると進行方向の先に何かあるのに気 
    づく。よく見ると人間が横たわっているのだとわかり驚いて］わっ，人人！ 
   b. ［冷たい風が吹いて］うう，寒い寒い。 
   c. 「「早く返してよ」と相手に急かされて］わかったよ。返す返す。 
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   02B：びっくりした。            （竹田 2017:70 の例文を簡略化） 




0.4 秒の間隙を挟んでさらにもう 1 度「黄色い」と発話することは可能である）。(15)が(16)
と異なるのは，イントネーション句と繰り返される要素の隣接性においてである。「びっく
りした」の繰り返しは，異なる 2 人の話者によって実現しており，明らかに 2 つの「びっ
くりした」はそれぞれ異なるイントネーション句にあり，また隣接もしていない。それよ
りやや微妙なのが「黄色い」の繰り返しであるが，繰り返しの間にポーズが含まれており，
















     かもそのラインは余裕をとって(0.6)あの引いてあるラインなので， 
   02B：うん 
   03A：多少出てもどなたにも迷惑かけない仮に他にびっしり詰まっていても(0.8) 
     迷惑はかからないのに(1.0)ということで，（竹田 2017:73 の例文を簡略化） 
(17)のようなものまで反復に含めるとすると，書き言葉でも(18)のようなものがあり，文章
論や修辞論に接近する。 
(18) a. それは余りに明か過ぎる事だと思った。それは早晩如何な人にもハッキリし 
    ないでは居ない事がらだ。何しろ明か過ぎる事だ，と思った。 
（相原 1985:165） 
   b. 懸物が見える。行燈が見える。畳が見える。和尚の薬罐頭がありありと見え 
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たのは太郎だよ。 




     cf. ［風に吹かれて］寒いなあ。 
   b.??［風に吹かれて］すっごい寒い寒い。 





(22) a. A：太郎も来るかもしれないの？ 
    B：うん，かもしれないよ。 
   b. 窓を割ったのは太郎だよ。信じて。本当に窓を割ったのは太郎だって。 
(23) a. ［風に吹かれて］寒い(1.0)寒いなあ。 




















生じない 2 以上 2 以上 1 する 高い (15) 
談話レベル 
の反復 















り返される要素が隣接するのが基本である（Gil 2005）8。2 節の観察をまとめると表 4 の
ようになる。 


















生じる 1 2 1 する 低い 
句レベル 
の重複 





生じない 2 以上 2 以上 1 する 高い 
談話レベル
の反復 
生じない 2 以上 2 以上 1 以上 しない 無制限 
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  （ア）a. 人間らしい人間 
     b. 男の中の男 
     c. 寒ければ寒いほど 
     d. 不満といえば不満だ 





















6 問題になると思われるのが，（イ）のような例である。  













7 これらの研究が扱うものの中には本稿が文レベルの反復と呼ぶものも含まれる。  
  （ウ）04A：［自主留年みたいな感じのやつとかもいるからわかんないけど。  
     05B：［はいはいはいはいはいはいはいはい。 




8 注 2 で触れた（ア）のような構文を重複に含めるとすれば，重複にも繰り返される要素が隣
接しないものを認めることになる。 
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